
ルフナ大学農学部
Faculty of Agriculture,
University of Ruhuna

年度
受入・派遣

R４ R５ R6

学生の受入 0 1 1

学生の派遣 0 0 0

研究者・職員の受入 1 1 0

研究者・職員の派遣 0 0 0

オンライン交流参加者（本学） 2 2 1

オンライン交流参加者（相手機関） 0 1 2

●学部学生 約1100人 ●大学院生 約200人 ●教職員 約70人
ホームページ https://ruh.ac.lk/index.php/en/

交流協定締結年月日：2023年2月24日 主管学部：農学部

1978年に設立されたルフナ大学は、スリランカ南部の人々が長年にわたって渇望していた地域内の大学として、1984年
に大学の地位に昇格しました。現在、ルフナ大学は7つの学部から構成されています。農学部はその先駆的な学部の一つで
す。現在、農学部には7つの学術部門があり、それぞれ農業生物学、農業経済学・普及、農業工学、動物科学、作物科学、
食品科学・技術、土壌科学が含まれています。この学部では、農業資源管理・技術の学士（BSc）、農業ビジネス管理の学
士（BSc）、グリーンテクノロジーの学士（BSc）という3つの特別学士課程を提供しており、すべてのコースは英語で行
われています。年間の入学者数は、1978/79年の15人から2011年には280人へと増加し、学部内の学部学生数は約
1100人になりました。また、学部は、地元および国際的な現代的なニーズに応えるために、5つの修士課程を提供してお
り、これには研究によるMPhilおよびPhDの学位も含まれています。各学術部門では、学部および大学院レベルの教育と研
究のための設備と実験施設が整備されています。

国際交流の特色

交流実績（令和４年度～令和６年度） 教員からの声

学生からの声

連大の卒業生であるSudarshanee先生が母国スリランカのルフナ大
学で教授となり、彼女の学生であるAruna君が、2023年10月から
国費留学生として研究室メンバーに加わりました。現在は、研究材
料であるイネの栽培や収穫作業、分子育種学的な各種実験や遺伝子
源の保存作業などに精力的に取り組んでくれています。Aruna君の
研究に真摯に取り組む姿勢は、研究室メンバーのモチベーション向
上にも繋がっています。2025年10月からは、Shehaniさんが、国
費留学生として研究室メンバーに加わりました。日本とスリランカ
間の国際交流と研究の輪が広がっていければと思います。

農学部准教授 杉田 左江子

I joined Professor Sugita Konishi’s laboratory as a research student in
October 2023 and later entered the graduate school, where I am
now pursuing a master’s degree in plant molecular breeding. Kagawa
University offers an outstanding research environment with
excellent academic guidance and a warm, supportive community.
Although my Japanese ability was limited at first, the university’s
language support and the kindness of my supervisor, lab members,
and fellow students helped me adapt quickly. I highly recommend
Kagawa University to international students seeking both academic
excellence and the opportunity to experience Japan’s welcoming
culture while growing as global researchers.

Aruna Jayasinghe
M.Sc Candidate 

https://agri.fohss.lk/より抜粋
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